
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

自ら学び続け、共生社会を主体的に生きる児童の育成 
あした文化の花をつみ  真理の泉ともに汲み  我らが道を求めゆく 

【学校経営方針】 
どの子も大切にされ、居場所があり、「明日もまた来たい」と思える学校に 
① 「信頼を築く学校」づくり 
② 「一人一人を大切にする教育」の推進 
③ 「多様性を包み込む学校」づくり 

【保護者・地域の願い】 
① 自分の考えをもち、楽しくねばり強く学び、学力を伸ば
してほしい 

② 母校や地域に誇りと自信をもってほしい   
③ 誰にでも明るい挨拶をしてほしい 

【須坂市教育大綱の基本方針】 

○多様性を認め合い、誰もが活躍できるまち 

○子どもの個性と力がのびのび育つまち 

○一人一人が学び高め合うまち 

令和５年度 須坂市立須坂小学校グランドデザイン 

 

① 自ら考え、共に学ぶ授業づくり 

・自分の考えや思いを表現する場を大事にした授業 

・友の表現の意味を理解しながら追究する授業 

・今日の友との学びを自分の言葉で振り返る授業 

・ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の実践 

② 安心して学べる授業づくり 

・多層指導モデルMIMによる早期支援(1･2年) 

・ＵＤ化と個のニーズに応じた支援 

③ 自主的な学びによる基礎学力の向上 

・ドリルの時間の活用（漢字・計算・連学年） 

・自主学習による家庭学習の充実 

・学習ボランティアの活用（ドリル、英語ルーム） 

 

【須坂支援学校】 

併設する須坂支援学校と共につくる活動 

・交流及び共同学習の充実 

・「センター的機能」の活用 

【本校の児童の姿】 
① 明るく素直で、学習に前向きに取り組む子ども 
② 行事に全力で取り組む子ども 
③ クラスの友達や支援学校の友達に思いやりをもって寄
り添う子ども 

 

「自分から」 「つながる」 「認め合う」 め
ざ
す
子
ど
も
の
姿 

・めあてをもちねばり強く学ぶ子ども 

・自ら考え、判断し、表現する子ども 

・健康に気をつけ、体をきたえる子ども 

・自ら気づき進んで役割を果たす子ども 

・友だちと協働して学ぶ子ども 

・地域とつながり、ふるさとに誇りをもつ子

ども 

・須坂支援学校との交流を通し、共に成長す

る子ども 

・自分と友だちの良さや違いに気づき、互い

の個性を大切にできる子ども 

・多様な考えを認め合い、他者を受け入れ、

共に成長する子ども 

今 年 度 の 重 点 的 な 取 り 組 み 

「学び」 
づくり 

【保護者】 

家庭と連携し、子どものために共に歩む学校 

・ＰＴＡ活動の充実 

・学校評価アンケートの活用 

【地域】 

くぬぎの森学園運営委員会を中心に地域の願い

や意見を反映する学校 

・公民館、図書館、地域作り推進委員会との連携。 

・みまもり隊、読み聞かせ等の支援 

 

① 須坂支援学校との交流及び共同学習 

・学年に相応した交流学級との年間を通した

交流及び共同学習 

・共に参画し創る行事 

② 地域の「ひと」「もの」「こと」に学ぶふ

るさと学習（ESD推進） 

・地域とつながる生活科、総合的な学習の時間

の授業づくりの推進 

・創立１５０周年に応じた学校の歴史や地域

とのつながりの探究  

③ 幼保との連携 

・園小合同研修による子ども理解とスタート

カリキュラムの実践 

・園児と小学生の交流の機会づくり 

 

「つながり」 
づくり  

① 安心できる人間関係・学級づくり 

・自分や友だちの良さをみつける活動 

・言葉を大切にする学級活動 

② 運動習慣・体力づくり 

・運動量の確保や目的をもった授業づくり 

・体を動かす遊びの推奨 

・前庭・中庭・校庭・体育館を活用した『日

常的に運動に親しむ場』づくり 

③ 感染症予防・健康教育 

・感染症予防の習慣化、健康な生活習慣づく

り 

「心と体」 
づくり 

【職員の協働と開かれた学校づくり】 

○学び続け専門性を高める教職員研修 

 ・ＩＣＴの活用 

・確かな子ども理解と人権感覚の研磨 

・綱紀保持と非違行為防止 

○参観日や学校行事、お便りによる発信を通し

た開かれた学校づくり 

○学校評価を真摯に受け止め、授業改善・学校

づくりに活かすＰＤＣＡサイクル 

＜学校を支える基盤＞ 

【ことばの教室・まなびの教室】 

通級指導教室の専門性を生かした学習・生

活支援 

・タイムリーなアセスメントと支援会議 


